
まちの話題

ミ
ュ
ー
ズ
企
画
展「
聖
徳
太
子
絵
伝
」を
開
催

10
月
21
日
か
ら
1
月
14
日

ま
で
、
坂
東
郷
土
館
ミ
ュ
ー
ズ

に
お
い
て
企
画
展
「
国
指
定
重

要
文
化
財
（
坂
東
市
み
む
ら

妙
安
寺
所
蔵
）
聖
徳
太
子
絵

伝　

複
製
四
幅
初
公
開
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
絹

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く

本
著
色
聖し

ょ
う
と
く
た
い
し

徳
太
子

絵え
で
ん伝

（
全
四
幅
）」
は
、
聖
徳

太
子
の
生
涯
と
事
績
、
逸
話

が
描
か
れ
た
掛
軸
で
、
市
内
唯

一
の
国
指
定
重
要
文
化
財
（
昭

和
43
年
指
定
）
で
す
。
鎌
倉

時
代
の
作
と
さ
れ
、
み
む
ら
の

妙
安
寺
に
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
東
京

国
立
博
物
館
寄
託
と
な
っ
て
お

り
、
本
展
で
は
そ
の
四
幅
の
掛

軸
の
精
巧
な
複
製
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、「
火ひ

防ぶ
せ

の
太
子
」
の

名
で
知
ら
れ
て
い
る
妙
安
寺
所

蔵「
木
造
聖
徳
太
子
立
像
」（
県

指
定
文
化
財
）
の
特
別
展
示

の
ほ
か
、
太
子
信
仰
に
篤
か
っ

た
親
鸞
聖
人
ゆ
か
り
の
寺
院
の

紹
介
、
二
世
五
姓
田
芳
柳
等

に
よ
る
太
子
像
作
品
の
展
示
、

妙安寺住職による絵解き

▲初期消火訓練 ▲放水訓練

ひばりの会による紙芝居「火伏せの太子」

第　

回
坂
東
市
新
春

将
棋
大
会
を
開
催

阿
弥
陀
寺
で

文
化
財
防
火
訓
練

1
月
14
日
、
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
秀
緑
で
「
第
10
回
坂

東
市
新
春
将
棋
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

県
内
最
大
規
模
と
な
る
96
名

が
参
加
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

Ａ
ク
ラ
ス
の
決
勝
「
坂
東
名

人
戦
」
で
は
下
村
康
史
さ
ん

（
東
京
都
荒
川
区
）
が
勝
利
し
、

第
10
回
大
会
名
人
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
当
日
は
古
河
市
出

身
で
日
本
将
棋
連
盟
の
女
流

棋
士
、
宮
宗
紫
野
女
流
二
段

に
よ
る
指
導
対
局
も
行
わ
れ
、

大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

1
月
20
日
、
阿
弥
陀
寺
（
長

須
地
区
）
で
文
化
財
防
火
訓

練
が
行
わ
れ
、
坂
東
消
防
署

職
員
と
地
元
消
防
団
第
6
分

団
、
阿
弥
陀
寺
役
員
、
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
、
地
元

の
皆
さ
ん
が
火
災
発
生
時
の
対

応
を
確
認
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
坂
東
消
防
署

職
員
の
指
導
の
も
と
、
消
防

用
設
備
の
点
検
や
通
報
訓
練
、

初
期
消
火
活
動
、
消
防
分
団

員
に
よ
る
放
水
訓
練
な
ど
を

実
施
。
初
期
消
火
訓
練
で
は

消
火
器
の
使
い
方
を
学
び
、
万

が
一
に
も
冷
静
に
対
処
で
き
る

心
構
え
を
養
い
ま
し
た
。

1₀

妙
安
寺
樋
﨑
正
悟
住
職
に
よ

る
絵
伝
の
「
絵
解
き
」
や
朗

読
ク
ラ
ブ
ひ
ば
り
の
会
に
よ
る

公
演
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
か

ら
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
鑑

賞
し
、
認
識
を
深
め
た
と
ご

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
慌
て
た
り
不
安
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
電
話
は
、一
人
で
判
断
せ
ず
、誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
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